
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

　耕作面積ベースで約60％の農地について農業の後継者の目処がついていない状況であり、将来的には自身で
は耕作することができなくなった農地が継続的に発生する見込みである。
　意向調査結果から算出した、おおむね令和７年度時点で耕作をやめる意向のある農地面積合計が、地域の中
心経営体の耕作面積拡大見込みを大幅に上回っている。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

今後とも農地中間管理事業等を活用し中心経営体への農地集積・集約化を推進していく方針を継続していく。

入作を希望する認定農業者や認定新規就農者の受入れについても検討していく。

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

６２ｈａ

１８ｈａ

直近の更新年月日

-令和５年３月２２日*

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

正木町地区

市町村名

羽島市

（備考）

２６０ｈａ

１３１ha

１１ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

⑤令和７年度における中心経営体の耕作面積拡大見込み

③地区内における６５才以上の農業者の耕作面積の合計（アンケート回答者のみ） １０２ｈａ

④耕作をやめる意向のある農業者の耕作面積の合計（おおむね令和７年度時点） ３７ｈa

*実質化されたプランとしての初回作成年月日を記載しています。実質化前の同地区の人・農地プランは平成26
年1月に当初作成されています。


